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間伐などの整備を行った山道

山頂の明神社祠の前にて

し
て
、
３
月
22
日
に
登
山
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
晴
れ
て
暖

か
い
日
と
な
り
、
絶
好
の
登
山
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
整
備
し
た
と
は
言
え
、

重
機
が
入
れ
た
の
は
手
前
の
ほ
ん

の
５
０
０
～
６
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
・
・
・
。
後
の
行
程
は
草
刈
り
を

し
た
だ
け
の
山
道
な
も
の
で
、
急

斜
面
や
滑
り
や
す
い
所
が
あ
り
、

未
だ
非
常
に
大
変
な
古
道
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
今
回
の
参
加
者

13
名
（
ス
タ
ッ
フ
含
む
）
全
員
が

無
事
に
登
頂
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
大
半
は
明
神
山
に
登

る
の
は
初
め
て
と
い
う
事
で
、
地

元
の
方
も
、「
今
ま
で
一
度
も
登
っ

た
事
が
無
か
っ
た
、
ま
だ
体
が
動

く
う
ち
に
登
れ
て
良
か
っ
た
。」

や
、「
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
山

に
登
れ
て
良
か
っ
た
。」　

と
、
登

頂
を
喜
ん
で
も
ら
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加

者
全
員
が
無
事
に
登
山
成
功
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
危
険
な
箇
所
も
あ

り
、
現
状
で
は
誰
も
彼
も
が
安
全

に
登
れ
る
登
山
道
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
整
備
を
進
め
る
事

少し開けたところにて

　

追
伸
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
伊

予
市
教
育
委
員
会
の
嶋
崎
さ
ん
も

参
加
下
さ
り
、
伊
予
市
の

Youtube

に
て
登
山
の
動
画
が

近
々
（
？
）
公
開
さ
れ
る
そ
う
で

す
の
で
、
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。（
公
開
日
未
定
）　

で
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
登
山
を
楽

し
め
る
「
明
神
山
古
道
」
を
整
備

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
一
緒
に
古
道
の
整

備
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
っ
て
い
ま
す
。
明
神
山
に
興
味

の
あ
る
方
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

ゆ
く
ゆ
く
は
子
供

達
と
一
緒
に
明
神
山
を
登
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

令
和
元
年
11
月
の
登
山
イ
ベ
ン

ト
か
ら
５
年
、
そ
の
間
も
林
野
庁

の
補
助
金
や
、
地
権
者
の
方
の
協

力
を
得
な
が
ら
明
神
山
の
古
道
復

活
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
整
備
の
一
区
切
り
と

第
２
回
明
神
山
登
山

（文
責
）　

中
藤　

彰
悟

①
亀
岡
修
（
カ
メ
オ
カ
オ
サ
ム
）・

総
代
・
54
歳
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

②
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
災

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
繋
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

③
三
秋
地
区
の
歴
史
や
魅
力
を
再

発
見
で
き
、
毎
日
楽
し
み
で
あ
り

が
た
い
で
す
。
三
秋
地
区
の
活
性

化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

④
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
不

慣
れ
な
面
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

①
坂
井
克
臣（
サ
カ
イ
カ
ツ
ト
ミ
）・

専
務
総
代
・
60
歳
・
釣
り
（
最
近

は
近
場
で
嗜
む
程
度
で
す
）

②
三
秋
地
区
に
お
い
て
も
地
震

等
、
防
災
対
策
は
重
要
な
事
で
す
。

先
ず
は
、
自
助
「
自
ら
の
命
は
自

分
で
守
る
」
そ
の
た
め
に
は
「
ふ

だ
ん
の
備
え
」
を
心
が
け
て
頂
き
、

後
に
共
助
、
公
助
。
自
分
や
地
域
、

公
が
連
携
し
て
助
け
合
え
る
三
秋

地
区
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

③
み
あ
き
集
落
活
性
化
の
為
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
と
な

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で

頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

④
至
ら
ぬ
点
、
多
々
有
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
精
一
杯
努

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・
年

令
・
趣
味
特
技
等

②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す
る

こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

今
回
の
役
員
改
選
に
て
、
新
た

に
選
ば
れ
ま
し
た
総
代
２
名
の
方

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
以
下
次

の
形
式
に
て
記
載
。

左から亀岡新総代・折井区長・坂井新専務総代

新
任
役
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

折井区長のあいさつ

　

令
和
７
年
３
月
９
日
、
令
和
６
年
度

三
秋
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
同
様
、
大
字
三
秋
の
活
動

報
告
及
び
事
業
報
告
、
会
計
報
告
及

び
監
査
報
告
等
が
恙
な
く
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、

総
代
、
各
組
の
組
長
・
副
組
長
の
改

選
も
行
わ
れ
、
新
任
の
方
が
決
ま
り

ま
し
た
。
前
任
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
、
そ
し
て
、
新
任
の
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三秋集会所にて

（文
責
）　

原
田　

浩
明

令

和

６

年

度

三

秋

通

常

総

会

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編　集    後    記
まず最初に皆さまにお詫びしなければなりません。前
号にて紙面デザインを一新すると申し上げておりまし
たが、諸般の都合により、実現できませんでした。も
う一度検討し直して、少しずつではありますが、見や
すい紙面になるよう取り組んで参りたいと思いますの
で、今一度お時間をください。期待していた皆さんご
めんなさい。                                                                    

第 24 号の当選者は岡山県真庭市の三船さんです。おめで
とうございます。

しなひいらぎ
チャイニーズホーリーとして流通していて、クリスマ
スに利用が多い。葉に、大きな二対のとげがある。

解説
なんてん

「難を転ずる」ことから、縁起木として庭の玄関先や、鬼門（東北の
方向）に植えられることが多い。赤飯などの添え物として、葉を入
れる風習があります。
まんりょう
縁起木として、正月を飾る鉢植えや生け花として利用される。葉
や果実が豪華で、「万両」と呼ばれる。

くろがねもち
赤い実が枝にびっしり付くので、クリ
スマスのリースなどにも利用される。
公園の植栽や街路樹としても利用され
ています。

Ａ（しなひいらぎ）Ｂ（なんてん）Ｃ（まんりょう）答え

第24号のクイズの答えと解説

ご応募ください。正解者の中から抽選で１名の方に図書カ
ード５００円分をプレゼントいたします。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2025年9月8日（月）必着
当選発表　本紙第26号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管
理し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外
の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
　　　名称  　　　　目的                                                                     
Ａ（　　　　　）・（　　　　　）
Ｂ（　　　　　）・（　　　　　）
Ｃ（　　　　　）・（　　　　　）
②住 所③氏 名④年 令⑤本 紙 の 感 想
（どの記事が良かったか）などを明
記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公
式HPの応募フォーム（左記のQRコ
ードからアクセス）のいずれかにて

応 募 方 法

Q.A,B,C( 写真）の農業機械の名称と目的を下から選んで
組み合わせて下さい。

CBA

名称：あ .田植え機　い .トラクター    
　　　う .コンバイン
目的：イ .収穫する　ロ .耕す　ハ .植える

初夏になると三秋地区でも稲作が盛んに行われるようにな
ります。作業内容によって機械も変わり、多くの種類の農
業機械が必要になります。

読者プレゼントコーナー 
～米づくりに欠かせない農業機械に関するクイズ～

キイチゴの仲間のクサイチゴです。
山の草むらの一角で群落になっていまし
た。
今まさに旬で、甘くてほのかに酸味のあ
る実を集めて、ジャムにして頂きまし
た。

【タイトル】
初夏の恵み

みあき写真館 （写真・原田　浩明）

　　　名称  　　　　目的                                                                     　　　名称  　　　　目的                                                                     

今回は、第12号より「みあ
き図書館」のコーナーを担
当、これまでに13冊のおす
すめ図書を紹介されてきた
岡田さんにインタビューを
敢行。当新聞に関わるよう
になったきっかけや当新聞
以外での活動などについて
伺いました。

Q,「地域新聞みあき」に関わるようになったきっかけは？
A.2019年の第２回ホタル観賞会に参加。地域新聞みあき第10号にそ
の時の様子や感想を投稿したことをきっかけに以後、レンコンイベン
トのお手伝いや編集委員会などへ参加するようになり、第12号より、
みあき図書館の担当となりました。
Q,「地域新聞みあき」の活動に関わるようになって嬉しかったこと
は？
A. 活動に関わっていく中で、よそ者（三秋外の住民）の私を認識し
てくれるようになったこと。
Q,三秋地区の印象は？
A. 年配の方と若者が連携しているところがいいですね。イベントな
ども若者だけでとかではなく、年配の方も一緒になってやっているそ
ういう関係性がいいですね。
Q,「地域新聞みあき」に思うことは？
A. 何でもデジタルというご時世に、地域の情報などを「新聞」とい
う紙媒体で発信しているところが好きです。私の故郷八幡浜にも地域
ネタを発信する新聞があったので、こういう新聞は身近に感じます。
Q,三秋の住民の方へ伝えたいことは？
A. 「みあき図書館」のコーナーを含め、みあき新聞の感想を聞きたい
です。
Q,最後に岡田さんが代表を務めている「いよ本プロジェクト」につ
いて教えてください。
A.「いよ本プロジェクト」とは、「本とつながる、本をとおして人と
人がつながる」時間をつくりたい。本をキーワードに伊予市内で以下
の活動を行っています。
①交流会（紹介型読書会）②古本交換会③私設図書館ビブリオ AA の
運営④『いよし百冊物語』の発行。　 
詳しくは、いよ本プロジェクトで検索

～岡田有利子さんってどんな人？～
みあき図書館 （文責・原田　浩明）

【特別編】



　

快
晴
の
青
空
の
下
、
５
月
14
日
、

北
山
崎
小
５
年
生
39
名
の
校
外
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
？
」。

朝
８
時
半
、
学
校
を
出
発
し
て
、

田
ん
ぼ
の
水
が
流
れ
る
水
路
を
た

ど
り
な
が
ら
、
水
源
で
あ
る
「
三

秋
の
大
池
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
、
水
路
の
分
岐
点
な
ど
に
あ

る
堰
を
見
学
し
な
が
ら
、
先
人
た

ち
の
功
績
に
気
づ
き
、
米
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
水
の
大
切
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
三

秋
の
大
池
で
は
、
土
手
（
堤
防
） 水路の樋

底樋の前で先生の説明を聞く子どもたち昔の洪水吐の跡

大池の水が抜かれたところを散策大池の土手の上で記念撮影大平に向かって峠を登る子どもたち

田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら

（文
責
）　

原
田　

浩
明

の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
る
中
、

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
底

樋
や
洪
水
吐
な
ど
を
見
学
し
、
三

秋
の
大
池
が
果
た
し
て
き
た
役
割

り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

校
外
学
習
後
半
は
、
後
に
行
わ
れ

る
「
自
然
教
室
」
で
共
に
活
動
す

る
南
山
崎
小
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流

を
深
め
る
た
め
、
三
秋
の
奥
へ
と

向
か
い
、
大
平
地
区
へ
と
つ
な
が

る
峠
を
越
え
て
、
最
終
目
的
地
の

南
山
崎
小
学
校
へ
。
大
変
な
道
の

り
で
し
た
が
、
普
段
で
は
味
わ
え

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と

は
、
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
な
い

思
い
出
と
し
て
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

信号がない交差点にて

信号がある交差点にて

　

５
月
９
日
、
小
学
３
年
生
を
対

象
と
し
た
自
転
車
教
室
が
、
北
山

崎
小
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
伊
予
署
の
警
察
官
お
よ
び

交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
下
、
実
際
の
道
路
に
見
立
て
た

模
擬
コ
ー
ス
で
、
一
時
停
止
の
場

所
や
交
差
点
で
の
ふ
る
ま
い
等
、

自
転
車
で
走
る
上
で
の
様
々
な
注

意
点
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が

ら
、
走
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

習
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
実
際

の
道
路
で
も
安
全
に
自
転
車
に
乗

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
私
た
ち
大

人
も
今
一
度
自
転
車
の
ル
ー
ル
を

確
認
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
お
手

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
走
ろ
う
！

（文
責
）　

原
田　

浩
明

本
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。   

高井歩夢くん

高井一希くん 川本浩輝くん

　

令
和
６
年
度
は
３
名
の
方
が
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
の
が
、

川
本
浩
輝
く
ん
と
高
井
一
希
く

ん
。
小
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
の
が
、

高
井
歩
夢
く
ん
。
卒
業
に
あ
た
り
、

一
言
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
の

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
友
達
と
の
友
好
関
係
を
築
き
た

い
、
部
活
に
力
を
入
れ
た
い
。」（
川

本
浩
輝
く
ん
）

　
「
高
校
生
活
頑
張
り
ま
す
。」（
高

井
一
希
く
ん
）

　
「
中
学
校
で
勉
強
と
テ
ニ
ス
部
両

方
頑
張
り
ま
す
。」（
高
井
歩
夢
く

ん
）

　

３
名
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。        

（文
責
）　

原
田　

浩
明

卒
業
お
め
で
と
う

　

令
和
６
年
12
月
、
長
谷
保
・
奈

緒
さ
ん
夫
婦
に
長
女
、
六
花(

り
っ

か)

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。
お

名
前
の
由
来
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
六
花
」
と
は
雪
の
別
名
で
、
雪

の
結
晶
が
六
角
形
で
花
の
よ
う
に

美
し
い
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
の
結

晶
は
１
つ
と
し
て
同
じ
形
の
も
の

が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
つ

け
ま
し
た
と
の
こ
と
。
冬
な
ら
で

は
の
美
し
い
名
前
で
す
ね
。
最
後

に
、
六
花
ち
ゃ
ん
へ
の
思
い
を
伺

い
ま
し
た
。
こ
の
自
然
豊
か
な
三

秋
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
、
す
く
す
く
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
と
の
こ
と
。
三
秋
に
新
た
な

子
ど
も
が
増
え
て
、
賑
や
か
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。
ご
誕
生
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
。

（文
責
）　

原
田　

夏
子六花ちゃんとお母さん

西願寺の鐘楼　

　

鐘
楼
の
大
釣
鐘
は
、
太
平
洋
戦

争
中
、
国
策
に
沿
っ
て
献
納
さ
れ

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
（
一

九
七
一
）
檀
家
の
寄
進
に
よ
っ
て

造
ら
れ
ま
し
た
。

　

正
面
に
は
、「
日
の
丸
扇
」
の
仙

波
家
家
紋
と
大
原
山
西
願
寺
。
裏

側
に
は
、
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
／
昭

和
四
十
六
年
十
月
吉
日
／
当
山
九

世
智
道
信
雄
代
。
釣
鐘
の
周
り
に

は
、
担
徒
総
代
・
施
主
の
名
前
が

ず
ら
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
鋳

匠
は
、
京
都
市
の
岩
澤
徹
誠
で
す
。

西
願
寺
の
鐘
楼
（釣
鐘
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

架道橋の裏側

桁橋 架道橋を通過する伊予灘ものがたり

の
鉄
板
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
を
通
過
す
る
「
伊
予
灘

も
の
が
た
り
」
の
列
車
は
、
見
ご

た
え
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
の
愛
あ
る
伊
予
灘
線
と
、

市
道
三
秋
線
が
立
体
交
差
す
る
所

に
、
原
中
の
架
道
橋
が
あ
り
ま
す
。

三
秋
地
区
に
あ
る
架
道
橋
は
３
箇

所
あ
り
、
中
央
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　

架
道
橋
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
桁
橋
で
、
１
９
７
３
年
（
昭
和

４
８
）
３
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
し
て
民
営
化
さ

れ
た
の
が
、
１
９
８
７
年
（
昭
和

６
２)

年
な
の
で
、
国
鉄
時
代
に
造

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

支
間
は
約
５
ｍ
で
、
桁
橋
の
長

さ
は
約
６
ｍ
・
厚
さ
は
約
１
ｍ
ほ
ど

で
す
。
橋
桁
の
下
部
に
は
、
12
枚

国
鉄
時
代
の
原
中
架
道
橋

（文
責
）　

日
山　

貞
治

コカ・コーラの空き瓶（三秋大池にて）

　

三
秋
大
池
の
現
状
を
見
に
行
っ

た
時
、
堤
体
の
法
面
で
昭
和
時
代

の
「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
」
の
空
き
瓶

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
１
リ
ッ
ト
ル

サ
イ
ズ
は
、
１
９
７
４
年
（
昭
和

４
９
）
に
家
庭
向
け
に
初
代
が
発

売
さ
れ
、
こ
の
瓶
は
二
代
目
に
あ

た
り
ま
す
。
初
代
の
瓶
よ
り
、
割

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
透
明
の
プ
ロ

テ
ク
ト
カ
バ
ー
が
付
き
、
赤
ラ
ベ

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
は
、

英
文
面
と
日
本
語
面
が
あ
り
ま

す
。 昭

和
レ
ト
ロ
な
懐
か
し
い

コ
カ
・コ
ー
ラ
の
空
き
瓶

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

空
き
瓶
の
重
量
は
７
６
５
ｇ

で
、
今
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
比
べ

て
も
非
常
に
重
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
二
代
目
は
、
１
９
７

６
年
か
ら
使
用
さ
れ
、
こ
の
瓶
に

も
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
７
６
の
文
字

が
胴
の
部
分
に
刻
印
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
９
７
７
年
の
三
代
目
か
ら

は
、
ボ
ト
ル
の
胴
の
部
分
が
寸
胴

か
ら
く
び
れ
の
あ
る
ホ
ブ
ル
ス

カ
ー
ト
に
な
っ
て
、
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ら
し
い
形
状
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
の
頃
、
こ
の
空
き

瓶
を
貯
金
箱
と
し
て
利
用
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

現在のたこつぼ

倉庫横のたこつぼ

　

城
ヶ
端
集
落
の
倉
庫
横
に
、「
た

こ
つ
ぼ
」
が
ぽ
つ
ん
と
置
い
て
あ

り
ま
す
。

　

た
こ
つ
ぼ
を
使
っ
た
漁
法
は
、

タ
コ
が
狭
い
穴
に
入
ろ
う
と
す
る

習
性
を
利
用
し
た
も
の
で
、
壷
を

ロ
ー
プ
で
つ
な
い
で
海
に
沈
め
て

捕
獲
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

昔
は
、
陶
器
製
で
し
た
が
、
今

で
は
安
価
で
壊
れ
に
く
く
、
し
か

も
軽
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
物
が

普
及
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
食
材
と
言
っ
た
ら
タ
コ
。

タ
コ
を
食
べ
る
と
し
た
ら
半
夏
生

（
は
ん
げ
し
ょ
う
・
夏
至
か
ら
11

日
目
～
七
夕
ま
で
の
間
の
５
日

間
）
で
し
ょ
う
。
半
夏
生
に
タ
コ

を
食
べ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

八
本
足
の
タ
コ
の
吸
盤
が
吸
い
付

く
様
子
か
ら
、
稲
の
苗
が
し
っ
か

り
と
根
が
張
る
よ
う
に
と
願
い
を

込
め
て
神
様
に
タ
コ
を
捧
げ
た
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
秋
に
残
る
民
具
・農
具

た

こ

つ

ぼ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

種レンコンを植付け

　

４
月
中
旬
、
今
年
度
の
『
レ
ン

コ
ン
収
穫
体
験
会
』
用
の
種
レ
ン

コ
ン
の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
記
事
で
お
伝
え
し
た
、

「
自
生
レ
ン
コ
ン
と
再
生
レ
ン
コ

ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
栽
培
」
が

大
豊
作
と
予
想
を
上
回
る
成
果
を

得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
も
同

じ
方
法
で
、
掘
り
起
こ
さ
ず
に
そ

の
ま
ま
種
レ
ン
コ
ン
と
す
る
領
域

と
、
掘
り
起
こ
し
た
レ
ン
コ
ン
を

再
度
植
え
付
け
る
領
域
と
に
分
け

て
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
場
所
に
同
じ
作
物
を
植
え
続 植付け前の代かき

明

神

山

か

ら
の

恵

み

に

感

謝

（文
責
）　

原
田　

浩
明

け
て
栽
培
す
る
こ
と
で
起
こ
る
生

育
不
良
や
病
害
虫
の
発
生
と
い
っ

た
い
わ
ゆ
る
連
作
障
害
に
つ
い
て

も
、
レ
ン
コ
ン
栽
培
開
始
時
か
ら

こ
れ
ま
で
１
度
も
発
生
し
て
お
ら

ず
、
今
年
も
明
神
山
か
ら
の
恵
み

で
あ
る
湧
き
水
を
利
用
し
て
の
栽

培
と
な
り
ま
す
。
７
年
目
と
な
る

今
年
も
豊
作
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

り
つ
つ
、
清
ら
か
な
水
を
提
供
し

て
く
れ
る
明
神
山
に
感
謝
で
す
。


